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システムの導入について

～豊岡市の方針～

2026年3月23日（月）豊岡市集団指導資料



ケアプランデータ連携システムとは
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※厚生労働省、国民健康保険中央会から説明



市の方針

 豊岡地域包括支援センターは委託先の地域包括支援センターとともに、

2026年10月までに導入することを検討しています。

 市内でデータをやり取りする事業所 127事業所

 本システムは、単独での利用ではなく、取引のある各事業所同士の同時利用が
最も効果的です。多くの事業所の参加を呼びかけ、仲間を増やしていきます。

 フリーパスキャンペーンが2026年度下期まで延長されました。

 2026年度から介護情報基盤の運用がスタートし、国は介護情報基盤とケアプラ
ンデータ連携システムを統合する方向で動いています。
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市全体でケアプランデータ連携システムの導入を進めます！

（めざす姿）

ケアプラン関連の転記・郵送・FAX等の事務を減らし、その分を利用者支援
と多職種連携に充てている
（目 標）

導入率 １００％ ※2026年10月までに５０％



市の取組み

 ケアプランデータ連携システム研修会の実施

⚫ 2025年10月14日、兵庫県介護支援専門員協会主催の研修をオンラインサテライト
会場として実施

⚫ 2026年３月23日、集団指導にて実施

 先進地の視察

⚫ 宮津市（社会福祉法人が主導され、7６％の事業所が加入）

⚫ 介護予防支援事業所での効果

・提供票の送付にかかる時間が３分の１へ

・実績入力・給付管理等にかかる日数が２分の１へ

・返戻が少なくなった

・用紙代が３分の１へ

⚫ 加入促進の方法：地道な声かけで仲間を増やしていく

 現在利用している事業所等への聞き取り

 アンケート調査（本日） 4



市内事業所の加入状況・感想

 加入状況 127事業所中、５事業所

（介護ＳＨＯＰベンリー、株式会社 たんぽぽ 豊岡店、株式会社ケアネット但馬支店、

けやきホール デイサービスセンター、特別養護老人ホームけやきホール（短期入所））

※WAM NETより

 活用内容

⚫ ケアマネより提供票を受け取り、事業所より実績を送る。

⚫ ケアプランも受け取っていた。

 メリット

⚫ 操作に慣れて、データの取り込み等が問題なく出来れば、楽だと感じた。

⚫ プリントアウト等郵送作業の手間や郵送代が軽減する。

⚫ ペーパーレス化になる。

 デメリット

⚫ 作業に慣れるまで、時間がかかる。

⚫ データ量が増えるとどうなるかは不安。

⚫ 実績等を渡す事で訪問や顔を合わせる事が出来ているので、その機会が減る。 5



新たに導入を検討している市内事業所

 導入を検討している事業所

豊岡地域包括支援センター、委託先地域包括支援センター（社協）、
但馬愛の園、ＪＡたじま 等

 理由

⚫ 処遇改善加算取得の要件となっている

⚫ 給付管理等事務作業の手間を減らしたい

 導入予定の事業所からは、なるべく多くの事業所と一緒に
利用したいと言われています。

※フリーパスキャンペーン中に一緒に加入しませんか？
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アンケート調査にご協力を！

 アンケート調査で現状と課題を把握し、導入事業所が増えるよう、働きかけて
いきます。

 事業所または法人ごとに、下記の二次元コードから３月31日（火）までに

回答をお願いします。

https://docs.google.com/forms/d/19cTt8f1WYahEJyDV1HpJpW3OJMwrO9si2W74
LtNkQ9k/edit
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https://docs.google.com/forms/d/19cTt8f1WYahEJyDV1HpJpW3OJMwrO9si2W74LtNkQ9k/edit
https://docs.google.com/forms/d/19cTt8f1WYahEJyDV1HpJpW3OJMwrO9si2W74LtNkQ9k/edit
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